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１．概要（Summary） 

金属Cr薄膜を犠牲層とする新たなナノアンテナ転写プ

ロセスを開発した。SiO2ガラス基板上に積層した Cr 薄膜

上に Siナノ粒子ナノアンテナを作製し、Crを酸性水溶液

で溶解することで PDMSフィルムに Siナノ粒子が埋入し

たナノアンテナシールを得ることに成功した。ナノアンテナ

シールはアレイの周期から予測される光回折挙動を示し、

周期を乱すことなく転写が行われた。 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

深掘りドライエッチング装置 2、超高分解能電界放出型

走査電子顕微鏡、多元スパッタ装置（仕様 B）、大面積超

高速電子線描画装置 

【実験方法】 

SiO2ガラス基板上に電子線蒸着により積層した Cr 薄

膜上に Si薄膜（90 nm）をスパッタ成膜し、電子線リソグラ

フィーと Si深掘りエッチングを施し Siナノ粒子（直径 100 

nm、高さ 90 nm）の正方周期アレイ（周期 400 nm）から

なるナノアンテナを構築した。研究室にある急速加熱

（RTA）炉で 500℃、5分の熱処理を施し得られたアレイを

PDMS で被覆し真空乾燥器で乾燥後、エッチング液（エ

スクリーン S24、佐々木化学）に浸漬し Cr薄膜を取り除き

PDMS に転写した。研究室において、得られたナノアン

テナシールの透過率を測定した。また、研究室において、

転写後のシールを発光性色素を含む PMMA 薄膜上に

貼付し、背面からレーザー（波長445 nm）で励起しナノア

ンテナが蛍光に与える指向性について調べた。 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

転写後のシールの写真を Fig.1 に示す。Si ナノアンテ

ナシールの透過率スペクトルから、500℃熱処理後の Si

ナノアンテナを転写したシールでは熱処理前に転写した

シールに比べ全体的に透過率が上がっていることが確認

できたが、鋭いディップは得られなかった。熱処理前に比

べ熱処理後のCrは溶解度が大幅に減少し、Cr除去に時

間がかかった結果、PDMS フィルムがダメージを受け均

一性が低下していた。このため Si ナノアンテナの特性向

上にも関わらずシールとしての性能が上がっていないこと

が分かった。 

ナノアンテナシールによる発光への指向性付与の測定

では、ナノアンテナの周期に対応した回折線に沿った波

長・角度における発光強度の増大が見られ、シールの作

用が確認された。 

 

Fig. 1 Digital camera image of the Si nanoantenna (2 

mm × 2 mm) embedded in a PDMS film. The dotted 

area denotes the PDMS edges. 
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